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東南 アジヤよ り琉球 -輸入 され る殻 物 の害虫相

乗 平 地 j簡

(琉 球 植 物 防 疫 所 )

11 は じ め に

第二次大戦前把於ける徽布の輸入は殆んどが日本本二【二を経て行なわれてVlるo戦後披東土と行政上切り離され商接

外聞との留数が行なわれるよう･把なり､植物検疫事業 も一段と重要性を増 して来た｡

鞘珠-輸入される召輔 は年間約12方 トンで蔑鹿地も現在12カ国に適 してVlるoそれ らの教類には輸入検査時によく
瑠虫が発臥され､ くん蒸晒轟が行なわれている.Oその害虫の中には琉球に宋発生のものもあり､外陶では予防に腐心し
ている魂闇なもの も少なくないO をうV,った智虫が盟約に質的に琉球の植物防疫に如何に関係 してい･るかむ細ることは

絹軍な躯だ と思う｡

鞭蘭姐 958年よ机 粥0年までの3年間にわた って那覇港紅輸入される穀類の害虫相について謝意を行って来た｡ こ

こで酬 輸入鞭欄の62%を占める東南アジヤ塵の ものにつV,て調査結果を報告するO

献のど援助 Vを,fj,えられた栗太戯学部昆虫学研究室 桐谷豊治氏.盛業技術研究所平塚試験地の於陳信彦氏及び調査を行

うにあた って絶えずど協力下さった魔物防痩所の職鞄に深 く感謝の意を表 したV,0

2 苫周 密 方 法

(イ) 輸入鞭樹は入港船の-ツチ内で肉眼患よびル･-ペによる予備検査が行なわれ､害虫が発見された場合Lr･まくん

蒸間違D処聾が講じられ る｡予備綾香で嘗虫が党風出来なか ったものは手折定の場所へ移動 し､本検査がなされた｡をれ

でも簡虫が発熟されない場合披合格t_したo ここで取扱 っ挺害虫の魔名はそれら前後2夙にわた って行なわれた検査の

樽煤塵 した標本をもとにして同債 したO

(p) 琉戚-翰入される敬斬D生産地 (瑚出国)は12カ国であるが,それを調査の必要上 次のように5つの地域に

分けるO

･① 栗駒アジヤ (ビルマ､gィ､べェ トナム)

⑨ 兼北アジヤ (日本､掃閥､台湾､ホンコソ)

･⑳ 北アメリカ (アメlJか合衆国､カナダ)

④ オー･.ス トラ1)ヤ (汁-ス トラリヤ)

(-) W l山eb･ean,SaltanibeaTl,.凪uct･e五beam,mdneybean潜よぴ Navy b･ean を総括してインゲンと

3 調 ｣変 成 繊

(イ) 璽綬額の櫛額と生産地測 地入件数

朝顔か憶断蚊兼 (温かも含む)･, トウモ Pコシ､中敷 豆萌 (ダイズ､アズキ､インゲン､エン ド恥 ササ坑 n)
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一瓶 辞 せ也 東 醇 ア ジヤより琉球へ輸入される殻物の審 虫帽

ヨク トウ､ラツかセイなど)および雑穀･(ヒエ､ゴマ､アワなど)で､A,958年より1･960年までの間に於ける検査の対照

となった｡生産地別輸入件数は第1衆の通 りである｡

第1襲 難聴の産地別輸入件数調べ ー(件)
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東商アジヤか らの輸入は総件数1,105件の62%にあたる686件であるO

この地域か ら吐乳 トウモP･コシ､ダイズ､アズキ､インゲン､l)ヨク ト少､ササゲ､ラツか Llィ､ゴマなど 9薩Tiの徽

比救してをの観類が多V,｡コムギ､エソ ドゥ､アワおよびと･エはこれらの地域から輸入されていなV,がラツか ヒイ壮こ

れらの地域特塵の ものであり､1)ヨク ト軋,ササゲ､.米も同棟であるO米は輸入件数47碑韓)r83%にあたる39珊こがt_れ

らの地域の塵である｡

･(p) 懲物別鮮血の発見頻度

発見件数

銀産地別静物別 の啓曲の発見頻度(- 一滴画面画一x lOO注 見ると窮2輩の馴 発見率の緋 均は 63･5/0･iである

第1表をも参考にして検査対照10件以血のもの･についてみると 北アメリカ､オ-ス.トラリヤ,兼北アジヤ､エジプ

ト逝よぴスペインか ら･の船荷では発見頻度が割合に低 く槍平均の63.5%以下であるoそれに比 し兼欄アジヤか らの船荷

の層虫頻度は何れも高 く､戯既がダイからのゴマの77.7%であり､タイの平均92.5%､ビルマの平均別.4%､ベ トナム

の蒋喝1･00.%と高い数字を示 している｡
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威_串 地 り療球へ輸入

■(-) 敬寮別害虫の種至甑数

地域別至設類害虫の橿類数をみると第3表の通 りである.

東南アジヤ塵穀類の害虫種類数は最低が大豆の4唖で､ リヨク トウの19硬､ラッカセイの20種､栄の26薩などは高V'

数値とな っている｡ それに比し他の地域の害虫数は少なく､北7メl)カか らの狐 小麦お よび大豆が 目立 っ位である｡

平均に於いても東北アジヤの･1･2種､北アメリカの48環､オ-ス トラ1)ヤの3種,エジプ トお よびスペインの2唾に比 し

ダイの12儀､ ビルマの7唖､ベ トナムの11種は多い種類である｡ .

(-) 1件当 りの発見害虫健類数

地域別敬類別に1件当 りの発見害虫の種類数をみると第4表のとおりである0

第4表 地域別穀類別1件当り発見害虫櫨類数
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束南アジヤ蕗朝顔の･1件あた り平均2,6種は 兼北アジヤの1.3博､北アメリカの2.0唖､オース トラリヤの1,服臥 エ

ジプ トお よび･スペインの1.0髄に比 し多数であ り､特に米に於ける3.1樺はその種類の複雑である･ことが示 しているO

(ホ) 亨投類の種類 と害虫相

鮒荷の穣類別にそれぞれ主な害虫の発見頻度を見ると第5表の通 りである｡

蒐施される害虫は私 トウモ ロコシ､ラツかヒィ､ I)ヨ.ク トウに潜いて種蝋､頻度典に多 く､複雑な鱒血相を豊 し

てVlると言える.ダイズとインゲンでは割合単純である｡

コクヌス トモ ド車とコクゾウは金ての敬類で発見され頻度も高いので普通の害虫と言えるO米はマメゾウ頻を除 く

殆んどの害虫が肘藩 しその頻度も高∨㌔ コクヌス トモ ドキ､コクゾチ, コクガ類は特に高 く,他の穀類では少なV.コク
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純 腱 炎 雑 1番 轟 1卑 (1tJ62)

ヌス トが冒立つo トウモ ロ･コシで枕コクヌス トモ･ド牛､コクゾウの他は20%以下とい う数値であるが､他の激賛には少

なvlワクミヒゲナガゾウムシが多い｡

大豆では Triborium 叩P.よ Sitophil岨&坤P･のみが附藩 しているoLか し42%とV,う高V,頻度であるOノオンゲ

ンではブラジルマメゾウがFJ朝数的教習虫であるO

アズキの苫虫は少な くコクヌス トモ ド中がやや冒立つOササゲではコクヌス トモ ドキ､コクゾウが多 く､ Necrobi･a

は3種とも20,00'前後の高率を示してV'る｡

ラツかLrイではコクガ顔とコクゾウの附潜が高くゴマに為vlてはコクゾウ､コクヌス トが割合高 く､他按庇い数値

を示して㌦∩る｡

解5嚢 東南アジヤから輸入される穀類の主賓害虫発見頻度
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(へ) 兼両アジヤと琉球の貯鞭害虫柏について

他人植物防疫の主な田的は園外からの新柄害虫の捉人を未然に阻止 し､風雪農業生産物をそれらの新病寓虫か ら保
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神 泉犯 歴二 光塞 錦 lj静 解1卑 (1963)

匪することであり､検査に当って披をのや新病害虫寸の概念は壷賓であるoその概念をつかむに故国内および酪外国に

逝ける額血相､柄蘭欄を理解することが必費とされる.O

第･6教に披琉球の寒政和と東南アジヤ地域の害虫相の比蔵をしたo

琉球の讃血相についでは今Fヨまでにまとまった調査報告がなされていなV､ので 聾者の3年間に怠ける調査成横を掲げ､

兼南アジヤ地域把ついては現地の嗣査報告を見てvlないのでこの地域からの船荷に発見される健頻をこれにかえるこ之

粧したO

裁L7)通 り割合故習の多いものはこれらの40頑程であるが､これらの坤に披琉球に宋発生のものが3卦の1もある｡文

中 匿披マメゾウ衛を初め特に蕗賓なものも食んでお り,､これらの害虫の生態､形態および防除に関する調査研究が充卦

なされな酬 ′しぼならなV,と思う｡

4 要 鍋

倒.1958塵より196･0隼までの3枚わたって兼南アジヤ (タイ､ビルマ､ペェ トナム)よと用汚顧港-輸入される憩潮の

智血相匿つV,･て閑適 したものである心

㊨,報欄アジヤから解1猿の通 り9機の鞭鞠が輸入されるが､敬鞠の給輸入件数 1,105件の62%にあたる686件がその

地域から輸入されて潜 り皆戯憧人の機会が多V,と云える.

@ . 各鞭粗の醤虫発見猟皮紋北7メl)机 兼蘭7ジヤ､オ-ス トラリヤ､エジプ ト及び スペインが稔平均の63.5%

以下を示してvlるの把比し､タイの平均が92.5%､ビルマが別.4'oQ/､ベニ トナムが100%と高い頻度となってVlるO

臥 徽灘抑制hの研概数 1件当りの哲虫の俄瓶数網べたが第3衆及び第4･教の通 り東南アジヤ酎 也の全ての地域より

多 くの醐朝敵食んでVlるO

㊨. 鞭敬別の轡射 田及び兼簡アジヤと琉球の貯穀類につvlて調査したが第5裁､第6表面盛りであるo 兼南アジヤの

酋虫洞は醇酎こ未発a=.の薯虫が3卦の蟻 数えられる0時に重要な害虫も食まれているので挺Aの機会の多vbこれら

の地域からの鱒虫につVlてはもっと調査研究する必要があると典に検査に於てもその点について充分考慮を払vl新

酉虫の投入を未然に防がぬばならなvlo


